
( ＪＡＳＤＡＱ　ｺｰﾄﾞ番号 ：　6416)

１. 連結業績予想値と実績値との差異について

平成26年３月期 通期連結業績予想値と実績値との差異  (平成25年４月1日～平成26年３月31日) (単位:百万円)

（％）

平成26年３月期 通期個別業績予想値と実績値との差異  (平成25年４月1日～平成26年３月31日) (単位:百万円)

（％）

２. 差異の理由

連結

個別

３. 営業外収益及び営業外費用の計上について

４. 業績への影響

　通期の個別売上高は、前回発表を1.6%下回る68億90百万円となりました。
　営業利益は、生産体制の効率化や販売費及び一般管理費の経費削減等に注力し、前回発表の15百万円
の利益から３億90百万円の利益、経常利益は、営業外費用に貸倒引当金繰入額１億43百万円の計上はあ
りましたが、営業外収益に為替差益４億17百万円を計上したことにより、前回発表の45百万円の利益か
ら７億31百万円の利益、当期純利益は、前回発表の35百万円の利益から６億７百万円の利益となりまし
た。

　為替相場の変動により営業外収益に連結で為替差益４億９百万円、個別で為替差益４億17百万円、営
業外費用に個別で貸倒引当金繰入額１億43百万円を計上いたしました。

通期業績予想値と実績値の差異及び
営業外収益、営業外費用の計上に関するお知らせ

　平成25年５月17日に公表しました平成26年３月期の業績予想値と本日公表の実績値との間に差異が生じま
したので下記のとおりお知らせいたします。また、営業外収益及び営業外費用の計上につきましてもお知ら
せいたします。
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　上記の営業外収益及び営業外費用につきましては、本日開示の「平成26年３月期 決算短信［日本基
準］（連結）」に織り込み済であります。
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　通期の連結売上高は、欧州の売上は落込みましたが、北米の売上は回復基調が続き、前回予想の110
億円を1.7%上回る111億86百万円となりました。

以 上

　営業利益は、販売体制の見直しや経費圧縮等に注力してまいりましたが、欧州売上の減少で経費等を
補えず売上総利益の悪化が影響して、前回予想の35百万円の利益から１億99百万円の損失、経常利益
は、営業外収益に為替差益４億９百万円を計上したことから、前回予想の80百万円の利益から２億76百
万円の利益、当期純利益は、前回予想の35百万円の利益から１億33百万円の利益となりました。
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